
１８Kami１９ Kami

ご 冥 福 を お 祈 り し ま す

お名前 性別 亡月日 享年 地　区 赤ちゃん 性別 出生月日 地　区父 母

女

男

男

男

女

男

女

男

女

男

女

女

男

男

男

女

女

男

女

男

男

男

女

男

女

女

女

女

３．１

３．１

３．２

３．４

３．４

３．５

３．８

３．８

３．９

３．１１

３．１１

３．１１

３．１２

３．１３

３．１３

３．１４

３．１５

３．１５

３．１５

３．１６

３．１７

３．２１

３．２１

３．２３

３．２４

３．２５

３．２９

３．３０

８７

９６

８４

７１

９１

９２

７６

７７

９３

７８

８８

９３

８１

８３

９２

９４

８０

９０

１０４

９２

９０

８５

９９

７８

９１

９７

９７

９７

山

山

香

香

香

物

山

物

山

香

香

山

山

山

香

山

山

山

山

山

山

山

香

山

山

山

香

山

北組西

南組

新田

猪野々

韮生野

中ノ上組

旭町１

安丸

東本町５

白石

本町

原西

東本町２

平田

新田

原東

宝町４

神母ノ木

影山

曽我部川

神母ノ木

東本町１

永野

仁井田

松本

中組

韮生野

神母ノ木

※地区名の○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。

※ご家族の同意をいただいた方のみ掲載しています。

香山 物

３．４

３．８

３．９

３．１１

３．２３

沙綾

春奈

香寿美

早苗

幸

真明

郁海

和也

卓也

風生

女

男

男

男

男

中村１

秦山町２

新田

小田島

南組

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

山

山

香

山

山

 　　かえで

　おうた

　かずさ

　あおと

　　こは

令和４年４月１日現在

前月比 

市の人口市の人口市の人口市の人口市の人口

総人口 ２５，４９４人 男 １２，０７５人 女 １３，４１９人

前月比 

山田 香北 物部１９，７５０人

世帯数 １３，０４０世帯 出生

死亡

４，１７８人

－１０５人

－９１人 －１６人 ２人

－８２人 －２３人

３ 月
届 出

８人

４５人

１，５６６人

転入

転出

１１０世帯

１４８世帯前月比 －５１世帯

１２ｃｍ下

１３ｃｍ～１４ｃｍ

１５ｃｍ～１６ｃｍ

１８ｃｍ～２２ｃｍ

２４ｃｍ～２８ｃｍ

１２ｃｍ下

１３ｃｍ～１４ｃｍ

１５ｃｍ～１６ｃｍ

１８ｃｍ～２２ｃｍ

２４ｃｍ～２８ｃｍ

２０ｃｍ上

１８ｃｍ～２２ｃｍ

なお、上記の単価は１㎥あたりの平均単価です。

【問い合わせ先】

　物部森林組合ストックヤード
（物部町中谷川３１４）☎５７－３５４０
　香美森林組合国見支所／繁藤ストックヤード
（土佐山田町繁藤１４０－７）☎５７－９１１４  

材長

４m

３m

２m

６m

樹　種

径　級

スギ（円／㎥）

曲 曲

ヒノキ（円／㎥）

市況

営業
時間

杉3mじり高。4m15～28cmじり安だが尺上は上昇

し引合強い｡桧は22cm下でじり安｡元､尺上は弱気配｡

虫害時期につき伐採後は早期出荷を｡

桧、4ｍ有利。杉、3ｍ・4ｍ直造材主体だが24㎝

上は4ｍ有利。黒芯・低質材4ｍ有利。一般材は根

張りを外し10㎝程度余尺を入れてください。

直・小曲直・小曲

月曜日 ～ 金曜日 ８時 ～ １ ７ 時   （祝祭日休み）

９，０００

９，０００

１５，０００

１７，０００

１８，５００

　８，０００

９，０００

１９，０００

１７，５００

１７，５００

　８，６００

２３，０００

１２，０００

２１，０００

２６，０００

２６，５００

２８，０００

９，０００

１４，５００

２５，５００

２４，０００

２４，５００

１２，０００

３８，０００

９，０００

９，０００

１０，０００

１６，０００

１７，５００

　８，０００

　８，０００

１４，８００

１５，５００

１５，５００

８，５００

２２，０００

１２，０００

１２，０００

２５，０００

２５，０００

２６，５００

９，０００

８，５００

２３，０００

２３，０００

２３，０００

９，９００

３６，０００

木　材　市　況

物 

部

香 

美

４月８日第403回市（物部） 

3月２8日第１64回市（香美） 
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梅
花
咲
き
ウ
グ
イ
ス
が
来
た
ホ
ウ
ホ
ケ
キ
ョ
後
は
た
け
の
こ
初
鰹
来
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原　
　
　

茂

　
　

             　
　
　
　

二
人
し
て
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
に
登
り
た
り
五
月
の
空
の
青
き
日
君
逝
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山
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逸
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せ
ん
て
い  　

  　
　

   　
　
　
　
　
　
　
　

春
め
い
て
今
日
の
仕
事
は
剪
定
か
ど
う
か
良
い
芽
が
出
ま
す
よ
う
に
と 

五
百
蔵
利
美

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

彼
の
人
に
と
ど
け
た
し
と
も
思
え
ど
も
せ
め
て
こ
な
た
で
カ
フ
ェ
の
味
を 

西
野
地　

薫

　
　
　
　
　
　
　

 

理
不
尽
な
露
の
侵
攻
に
「
生
き
た
し
」
と
壕
で
涙
す
少
女
の
叫
び 

中
村　

定
子

　 　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　

                    　
　
　
　

   　

 　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　

夕
焼
け
は
植
え
た
ば
か
り
の
田
を
染
め
る
一
日
か
け
て
成
し
遂
げ
し
も
の 

山
﨑　

貴
子

 　
　

          　
　
　

 　
　
　
　
　

 　
　
　
　

    　
　
　
　

             

ス
ト
ー
ブ
の
喫
茶
で
く
つ
ろ
ぐ
モ
ー
ニ
ン
グ
我
が
当
て
を
す
る
ふ
わ
ふ
わ
の
ソ
フ
ァ
ー 

伊
藤　

清
子

　
　

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　

  　

 

免
疫
に
免
疫
を
や
る
治
療
と
か
哀
し
い
時
は
哀
し
い
唄
か 

森
本　

幸
美

と
よ
あ
し
は
ら    　

み
ず
ほ　

             　
　
　
　

豊
葦
原
の
瑞
穂
の
国
と
学
び
し
よ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
条
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は
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と
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大
岸
由
起
子

                           　

                                     　
　
　
　
　

                                           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

美
味
そ
う
な
葉
付
き
大
根
ノ
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今
宵
は
野
菜
た
っ
ぷ
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畠
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千
江

                           　

                                     　
　
　
　
　

                                           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

窓
の
外
赤
い
椿
に
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岡
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吾
は
ま
た
も
う
一
度
行
き
た
し
外
国
へ
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旅
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の
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が
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高
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清
子
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予
定
た
て
半
分
出
来
た
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よ
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と
し
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腰
か
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小
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敏
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春
雪
の
社
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君
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け
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ぶ
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命
日
に
「
今
日
は
雪
よ
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ま
い
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し
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猪
を
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の
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ス
ズ
ラ
ン
が
頭
を
垂
れ
て
ゆ
れ
て
お
り
聞
こ
え
ぬ
声
に
耳
傾
む
け
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近
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由
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亡
き
祖
母
と
い
つ
も
辿
り
し
田
ん
ぼ
道
た
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懐
か
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時
を
忘
る
る 

公
文　

千
恵

　
　
　
　
　

  　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

リ
ハ
ビ
リ
室
の
窓
に
ひ
ろ
が
る
青
空
を
今
日
は
フ
ロ
ン
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に
映
し
て
走
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吉
本　

悦
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贔
屓
筋
居
る
訳
な
け
れ
ど
始
ま
れ
ば
何
と
な
く
ま
た
楽
し
む
大
相
撲 

大
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綏
子

　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　

         　

 　
　
　
　
　

 　
　
　
　

   　
　
　
　

  　
　

  

古
び
た
る
毛
糸
の
帽
子
さ
っ
そ
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と
孫
の
被
り
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
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ウ
オ
ー
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竹
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咲
子

　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　

 　
　
　

 　

 　
　
　
　

   　
　
　
　
　

幼
子
は
涙
の
母
の
腕
の
中
ロ
シ
ア
へ
の
遺
恨
未
来
ま
で
か
と 

武
内　

弘
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春
近
き
雨
の
し
づ
く
を
含
み
つ
つ
開
花
は
じ
め
し
紅
梅
匂
ふ 

小
松　

禮
子

動
物
の
自
然
の
姿
再
現
す
動
物
公
園
い
き
い
き
と
し
て 

門
田　

明
子

春
先
の
風
は
桧
木
の
枝
ゆ
ら
し
黄
い
ろ
の
花
粉
す
さ
ま
じ
く
飛
ぶ 

松
中　

賀
代

 

ま蒔
い
た
か
ね
植
ゑ
た
か
ね
と
ぞ
声
か
け
ら
る
畑
打
ち
を
れ
ば
道
行
く
友
に 

公
文　

正
子

                     

　

◆
高
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ア
ラ
ラ
ギ
短
歌
会
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物
部
川
お
だ
し
き
水
面
山
も
人
も
営
々
と
し
て
変
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安
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こ
こ
に
一
木
一
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の
あ
り
し
を
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も
と
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八
十
に
一
年
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す
こ
の
朝
を
痛
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が
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玲
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下
手
で
よ
い
自
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の
歌
を
つ
く
ら
ん
と
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に
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れ
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谷　

由
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里
山
の
終
わ
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の
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回
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佐
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伐
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や
っ
と
の
こ
と
歩
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幼
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歯
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井
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紅
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の
も
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じ
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を
漉
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で
子
ら
は
漉
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す
く
ケ
ナ
フ
の
和
紙
を 

 

宮
地　

亀
好

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

◆
「
涛
光
」
グ
ル
ー
プ
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

ま  　

 　
　

こ
う
や
ぎ
れ  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

直
筆
に
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目
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週
末
に
帰
る
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井
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有
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日
に
一
食
の
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を
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に
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目
に
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尾
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一
日
に
何
度
も
探
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父
が
蒔
い
た
ほ
う
れ
ん
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が
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け
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で
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お
い
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柚
の
香
と
魚
の
出
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い
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ぬ
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ろ
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長
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の
月
に
向
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打
つ
投
網
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今
宵
の
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け
引
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飼
い
犬
の
手
術
無
事
済
み
命
延
ぶ
大
き
な
安
堵
家
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で
よ
ろ
こ
ぶ 
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村　
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ね
ぎ
ら

記
念
樹
の
蜜
柑
十
四
、
五
色
づ
き
ぬ
摘
み
取
る
孫
の
笑
顔
に
労
わ
れ 

寺
内　

啓
子

　
　
　

 　
　
　
　
　
　

 　

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

薄
明
る
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
そ
の
中
で
異
国
の
人
ら
汗
水
流
す 

溝
渕　

龍
泉

　
　
　
　
　
　

                                                          

　

俳
句
は
偶
数
月
、
短
歌
は
奇
数
月
に
掲
載
し
ま
す
。
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
掲

載
月
の
前
月
１
日
ま
で
に
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
投
稿
先
】
香
美
市
役
所
総
務
課
内
広
報
委
員
会
事
務
局
「
俳
句
・
短
歌
」
係

　
　
　
　

〒
782－

８
５
０
１
（
住
所
記
載
不
要
）　

53－

５
９
５
８

【
短 

歌
】

　
　

岡
崎　

桜
雲　

選


